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＜定例会の主な議題及び要旨＞ 

 

平成３０年９月１３日（木） 

 

【報告事項】 

１ 鉄道施設における性犯罪等検挙プロジェクトの発足について                  

（地 域 部） 

  警察本部から「県内鉄道施設においては、例年、夏休みが明ける９月以降に性犯罪等

が増加傾向にあることから、９月１日から当分の間、鉄道警察隊でプロジェクトチーム

を発足し、性犯罪等検挙を推進する。」旨の報告があった。 

  公安委員から「鉄道における車内の防犯カメラについて、県内での設置は進んでいる

のか。」旨の発言があり、警察本部から「防犯カメラの設置は進んでいると聞いており、

設置拡大に向けて働きかけていく。」旨の説明があった。 

  公安委員から「プロジェクトでは、鉄道警察隊以外からの職員の派遣などにより、従

来の体制が増強されるのか。鉄道施設における性犯罪等については、検挙と併せて、今

回のプロジェクトに関する情報発信を行うなど、抑止対策の推進をお願いする。」旨の

発言があり、警察本部から「プロジェクトチームは、鉄道警察隊の職員のみで編成され

る。抑止対策については、鉄道施設等におけるアナウンスやポスターの掲示等を行って

いるが、今後とも事業者等と連携し、効果的な広報啓発活動を推進していく。」旨の説

明があった。 

  公安委員から「鉄道施設における性犯罪が抑止され、通勤・通学の際の安全・安心が

確保されることは非常に重要である。鉄道事業者との連携も強化して、効果的な対策を

お願いする。」旨の発言があった。 

 

２ 秋の交通安全県民運動に伴う警察活動の実施について 

（交 通 部） 

  警察本部から「９月２１日から９月３０日までの１０日間、全国一斉に実施される交

通安全運動に伴う警察活動を推進し、交通事故の更なる抑止を図る。運動の重点は、子

供と高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止、飲酒運転の撲滅等であ

り、運動期間中は、警察本部及び各警察署において指導取締りや各種キャンペーンを実

施し、県民の交通安全意識の向上を図る。」旨の報告があった。  

  公安委員から「県下一斉飲酒運転撲滅特別取締り日は、どのような取締りを実施する

のか。依然として飲酒運転が多いと感じているので、引き続き取締りの強化をお願いす

る。」旨の発言があり、警察本部から「県下一斉の大規模な飲酒検問や覆面パトカー等

による機動取締りを実施する。今後とも飲酒運転の撲滅に向けた諸対策を推進してい

く。」旨の説明があった。 

 

３ 皇太子殿下の行啓に伴う警衛警備の実施について 

（警 備 部） 

  警察本部から「９月２５日、皇太子殿下が福岡市内で開催される「第４回世界社会科

学フォーラム開会式」に御臨席され、翌２６日に平成２９年７月九州北部豪雨災害復興

状況等を御視察されることに伴い、殿下の御身辺の絶対安全確保や歓送迎者の雑踏等に

よる事故防止等のため、所要の体制により警衛警備を実施する。」旨の報告があった。 

公安委員から「国民の皇室への関心は非常に高まっており、県警察の総力を挙げて、

警衛警備への対策をお願いする。」旨の発言があった。 

   

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 大学病院と連携した高齢運転者対策について 

（早良警察署） 

  早良警察署から「当署は、県内で最も管内居住人口が多く、福岡市内で最も広い管轄

区域を担当しているが、刑法犯認知件数や人身交通事故の発生件数は減少傾向にある。

一方で、本年発生した３件の交通死亡事故により、いずれも６５歳以上の高齢者３名が

亡くなっており、そのうち１名が高齢運転者であったことなどを踏まえ、７月１３日、

高齢運転者の交通事故を抑止するため、病院利用者に関する交通事故情報の提供、交通

事故防止に関するワンポイントアドバイス、自主返納・運転経歴証明書の周知等を実施

することを目的に大学病院と協力要請書を取り交わし、新聞等で大きく取り上げられた。

今後とも、悲惨な交通事故の発生を未然に防ぐため、署員が一致団結して全力で取り組

んでいく。」旨の報告があった。 

  公安委員から「運転経歴証明書の申請は増えているのか。」旨の発言があり、早良警

察署から「県下において、上半期で５，９５５件の申請がなされている。」旨の説明が

あった。 

  公安委員から「人身交通事故が減少しているが、独自の取組があるのか。」旨の発言

があり、早良警察署から「独自の取組というよりも、地域住民の交通安全に対する意識

が高く、ボランティアと協働した活動が積極的に行われていることなどが要因と思われ

る。」旨の説明があった。 

  公安委員から「百道地区における暴走族対策はどうなっているのか。」旨の発言があ

り、早良警察署から「暴走族の車両を物理的に進入させない措置をはじめ、夜間におけ

る交通規制等を実施したことにより、暴走族に関する１１０番通報は減少している。」

旨の説明があった。 

 

【その他の報告事項】 

  警察本部から「県議会定例会は、本日から代表質問、来週から一般質問が予定されて

いる。」旨の報告があった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


